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軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
わ
る
労
災
障
害
等
級
認
定
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
」（
略
称
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）
は
、
交
通
事
故
や
高
所
か
ら
の
転
落
・
転
倒
、

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
に
よ
り
、
頭
部
に
衝
撃
を
受
け
、
脳
内
の
情
報
伝
達
を
担
う
神
経
線
維

「
軸
索
」
と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
が
断
裂
す
る
な
ど
し
て
発
症
す
る
病
気
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
年
間
一
千
万
人
の
患
者

が
発
生
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
病
気
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
画
像
検
査
で
は
異
常
が
見
つ
か
り
に
く
い
た
め
、
労
災
や
自
賠

責
の
補
償
対
象
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
働
け
な
い
場
合
に
は
経
済
的
に
追
い
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
他
覚
的
な
神
経
学
的
検
査
に
よ
っ
て
「
軽
度
外
傷

性
脳
損
傷
」
と
診
断
さ
れ
働
け
な
い
場
合
、
労
災
障
害
年
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
「
労
災
障
害
等
級
認
定
基
準
の
見
直
し
」
を
早
期
に
行
う
よ
う
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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「
緊
急
事
態
基
本
法
」
を
早
急
に
制
定
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
我
が
国
の
対
応
は
、「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
取
り
組
み
の
甘
さ
を
国
民
と
世
界
に
広
く
知
ら
し
め
る

結
果
と
な
っ
た
。
世
界
の
多
数
の
国
々
は
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
自
然
災
害
時
に
は
「
非
常

事
態
宣
言
」
を
発
令
し
、
政
府
主
導
の
も
と
に
震
災
救
援
と
復
興
に
対
処
し
て
い
る
。

我
が
国
で
も
、
平
成
十
六
年
五
月
に
は
、
自
民
、
公
明
、
民
主
三
党
が
「
緊
急
事
態
基
本

法
」
の
制
定
で
合
意
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
法
制
化
に
至
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

対
応
で
は
、
大
規
模
な
犠
牲
者
と
進
ま
な
い
復
興
支
援
と
い
う
結
果
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
然
災
害
か
ら
、
北
区
民
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
犠
牲
者
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も

に
、
日
を
追
っ
て
ま
す
ま
す
緊
迫
す
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
な
か
で
、
外
国
か
ら
の
侵
略
・
テ

ロ
等
の
「
緊
急
事
態
」
に
毅
然
と
対
応
で
き
る
よ
う
法
整
備
を
緊
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、「
緊
急
事
態
基
本
法
」
を
早
急
に
制
定
す

る
よ
う
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

昨
年
二
〇
一
一
年
八
月
に
成
立
し
た
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
、
本
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
政
府
は
こ
の
三
年
間
で
集
中

的
に
利
用
拡
大
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
導
入
促
進
に
向
け
て
の
環
境
整
備
は
不
十
分
で
あ

る
。導

入
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
風
力
発
電
で
は
送
電
網
整
備
の
強
化
が
急
務
で
あ
り
、

太
陽
光
発
電
で
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
の
円
滑
な
設
置
が
可
能
と
な
る
よ
う
農
地
法
の
問
題

な
ど
の
環
境
整
備
、
さ
ら
に
家
庭
用
パ
ネ
ル
の
設
置
で
発
生
す
る
初
期
費
用
の
問
題
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
小
水
力
発
電
導
入
時
の
手
続
き
の
簡
素
化
・
迅
速
化
な
ど
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、
水
力
発
電
を
除
い
た
実
績
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書

二
〇
一
一
）
で
、
電
力
消
費
全
体
に
対
す
る
使
用
割
合
が
二
％
と
他
国
と
比
べ
て
遅
れ
て
お

り
、
消
費
電
力
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
と
実
効
性
あ

る
買
取
制
度
に
向
け
、
十
分
な
環
境
整
備
を
図
る
た
め
に
左
記
事
項
を
強
く
求
め
る
。

記

一
、
投
資
促
進
減
税
、
省
エ
ネ
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
減
税
な
ど
の
拡
充
を
実
施
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
。

一
、
買
取
価
格
・
期
間
の
設
定
に
お
い
て
、
設
定
ル
ー
ル
を
明
確
化
し
、
長
期
的
な
将
来
の

見
通
し
を
示
し
、
制
度
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
。

一
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
に
係
る
規
制
改
革
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
進

捗
状
況
の
管
理
の
た
め
の
独
立
機
関
等
を
設
置
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
社
会
基
盤
整
備
の
た
め
の
公
共
投
資
を
行
い
、

経
済
の
活
性
化
を
求
め
る
意
見
書

一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
道
路
や
橋
梁
、
上
下
水
道
な
ど
社
会
資
本
の
整

備
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
建
築
さ
れ
た
も
の
は
現
在
、
建
築
後
五
十

年
を
迎
え
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
国
土
交
通
省
の
「
道
路
橋
の
予
防
保
全
に
向
け
た
有

識
者
会
議
」
の
中
で
、
「
二
〇
一
五
年
に
は
六
万
橋
が
橋
齢
四
十
年
超
」
と
な
り
、
建
築
後

五
十
年
以
上
の
橋
梁
が
二
〇
一
六
年
に
は
全
体
の
二
〇
％
、
二
〇
二
六
年
に
は
同
四
七
％
と

約
半
数
に
も
上
る
現
状
を
提
示
。
経
年
劣
化
に
よ
り
「
劣
化
損
傷
が
多
発
す
る
危
険
」
を
指

摘
し
て
い
る
。
今
後
、
首
都
直
下
型
地
震
や
三
連
動
（
東
海
・
東
南
海
・
南
海
）
地
震
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
防
災
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
も
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

は
急
務
の
課
題
と
い
え
る
。

災
害
が
起
き
る
前
に
、
老
朽
化
し
た
社
会
資
本
へ
の
公
共
投
資
を
短
期
間
で
集
中
的
に
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
で
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ

は
社
会
全
体
に
需
要
を
生
み
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、
防
災
・
減
災
と
経
済
活
性
化

を
リ
ン
ク
さ
せ
た
諸
施
策
の
実
施
が
可
能
と
な
る
。

一
方
、
景
気
・
雇
用
は
長
引
く
デ
フ
レ
と
急
激
な
円
高
に
よ
っ
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
政
策
が
需
要
の
創
出
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
、
雇
用
の
創
出
に
必
要
な
公
共
事
業
と
し
て
潜
在
的

需
要
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
国
民
の
安
全
を
守
り
、
国
土
の
強
靭
化
を
図
る
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
社
会
基
盤
を
再
構
築
す
る
た
め
必
要
性
を
吟
味
し
、
防
災
・
減
災

対
策
と
し
て
の
公
共
事
業
を
緊
急
か
つ
集
中
的
に
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出

に
資
す
る
防
災
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

記

一
、
道
路
や
橋
梁
、
上
下
水
道
、
河
川
道
、
港
湾
な
ど
、
老
朽
化
が
進
み
更
新
時
期
が
近
づ

い
て
い
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
早
急
に
点
検
・
特
定
し
、
維
持･

更
新
の
た
め
の
公
共
投
資
を

積
極
的
か
つ
集
中
的
に
行
う
こ
と
。

一
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
共
同
溝
化･

無
電
柱
化
を
促
進
し
、

都
市
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

一
、
地
域
の
安
全･

安
心
の
た
め
に
、
学
校
等
の
公
共
施
設
や
病
院･

介
護
等
の
社
会
福
祉
施

設
な
ど
地
域
の
防
災
拠
点
の
耐
震
化
及
び
防
災
機
能
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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東
京
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
電
気
料
金
値
上
げ
に
関
す
る
意
見
書

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
原
発
の
停
止
で
燃
料
費
が
増
大
し
た
と
し
て
、
平
均
で
一
〇
・

二
八
％
の
家
庭
向
け
電
気
料
金
値
上
げ
を
経
済
産
業
省
に
申
請
し
、
今
月
七
日
か
ら
、
電
気

料
金
値
上
げ
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
「
公
聴
会
」
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
「
公
聴
会
」
で
は
、
電
力
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
多
少
の
値
上
げ
も
や
む
を
え

な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
一
方
で
、
「
断
固
反
対
」
「
値
上
げ
は
見
送
る
べ
き
」
と
、
厳
し

い
意
見
が
相
次
い
だ
と
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
報
道
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
北
区
に
お
い
て
も
、
区
民
と
と
も
に
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
長
引
く
経
済

不
況
の
下
で
、
家
庭
向
け
電
気
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
た
な
ら
ば
、
区
民
生
活
に
も
多
大
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
電
気
料
金
値
上
げ
の
前
に
、
徹
底
的
な
事
業
の
見

直
し
等
の
経
営
努
力
を
行
い
、
安
易
な
電
気
料
金
値
上
げ
は
行
わ
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

東
京
都
北
区
議
会
議
長

小
池

た
く
み

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

殿

経
済
産
業
大
臣

枝

野

幸

男

殿


	軽度外傷性脳損傷に関わる労災障害等級認定基準の見直しを求める意見書

	「緊急事態基本法」を早急に制定するよう求める意見書
	再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書
	防災・減災対策として社会基盤整備のための公共投資を行い、経済の活性化を求める意見書

	東京電力株式会社による電気料金値上げに関する意見書

